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第１四半期決算の状況

1

２３年度第１四半期

実績 前年
同期比

５１３ ＋３４

＋６

＋１２
＋３
＋１

△３

＋７

＋２

実質業務純益※1 ７０４ △２３ ６６３ △４１ ２１７ ＋９ ３２．７％

＋８

△１９

△２

＋４７

＋７

＋３８

△３８

４２４

３４２
３６
５１

２０８

０

２１７

１６６

４

△１７

２２１

２

１３９

△２２

前期比

△６３

△３２

△２３
＋２２
△２６

＋９

△４４

＋３

△１５

△１

＋２２

＋１３

＋６

＋６

△４６

前期比

２３年度
計画 進捗率

（年度ﾍﾞｰｽ）

△６７ １，７３０

１，４８２

１，２５９
１６４

４０

８１９

△５７

７２０

６２３

１０７

１０

６００

０

３６０

５０

△６

２９．７％

２８．６％

２７．２％
２２．０％

１２７．５％

２５．４％

－

３０．１％

２６．６％

３．７％

△１７０．０％

３６．８％

－

３８．６％

△１１
△１５
＋１４

＋１６

△９６

＋７４

△３６

△４１

△４１

＋８２

△１０

＋３２

△１３７ △４４．０％

【静岡銀行単体】
(億円)

２２年度
実績

経常収益 １，７９３

経 費 （△） ８１０

基礎的業務純益※2 ６３８

不良債権処理額 （△） １０８

当期純利益 ３５４

与信費用 （△） ９６

特別損益 △６

業務粗利益 １，５１４

うち資金利益
うち役務取引等利益・特定取引利益
うち国債等債券関係損益

１，２８２
１４２

６６

一般貸倒引当金繰入額（△） △１３

業務純益

経常利益 ５８７

７１７

株式等関係損益 △１２

＋４０

＋５０

＋４３

前年
同期比

１４４

２３９

５９４

実績

２３年度第１四半期
２３年度

計画
２２年度

実績

【連結】

前期比

３７０

６４５

２，１００

＋８

＋３

＋１０

３８．９％

３７．１％

２８．３％

進捗率
（年度ﾍﾞｰｽ）

＋３４

＋１０３

△５５

前期比

２，０９０経常収益

６４２経常利益

当期純利益 ３６２

(億円)

３期連続減収

７期振り減益

３期連続減収

２期連続増益

２期連続増益

２期連続増益

２期連続増益

※1 実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額 ※2 基礎的業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券関係損益

２期連続増益



資金利益

22年度
第1四半期

23年度
第1四半期 増減

貸出金利回り １．７２ １．６１

０．０６

１．７３

預金等利回り ０．１１

△０．１１

△０．０５

△０．０６有価証券利回り １．７９

23年度第1四半期 資金利益342億円（前年同期比＋12億円）
うち国内業務部門308億円（ 同 ＋8億円）、国際業務部門34億円（ 同 ＋4億円）

国 内 業 務 部 門

総貸出金平残の推移

預金等平残の推移

（億円）

75,28774,828
73,023

21年度第1四半期 22年度第1四半期 23年度第1四半期

うち国内店

74,275
75,615 76,416

資 金 利 益 の 内 訳

３０

１９

５８

２６２

３００

３３０

22年度
第1四半期 増減

３４

１２

６６

２５４

３０８

３４２

23年度
第1四半期

＋１２合 計

＋４国際業務部門

△７〃預金等利息 （△）

＋８〃有価証券利息配当金

△７うち貸出金利息

＋８国内業務部門

（億円）

61,484 61,434

64,046

21年度第1四半期 22年度第1四半期 23年度第1四半期

うち国内店

62,981 62,293

64,979

１．８０

23年度
第1四半期

＋０．２５

増減

運用・調達ﾚｰﾄ差 １．５５

22年度
第1四半期

国 際 業 務 部 門

（億円）

有価証券平残の推移

18,628
15,942

19,695

21年度第1四半期 22年度第1四半期 23年度第1四半期

うち国内

（億円）

20,470
16,477 19,036

貸 出 金 平 残 の 推移

2

（％）

（％）



預貸金利回り

23年6月の預貸金利回り差は、23年3月比 △0.02ポイント縮小

円貨貸出金・預金構成の変化

〔23年3月〕 〔23年6月〕 （兆円、％）

平残（構成比） 利回り 平残（構成比）

（100.0） １．６３ ６．３

４．８

３．０

１．７

１．５

７．４

４．０

３．０

１．５８（75.6）

（47.5）

（26.7）

（24.4）

（100.0）

（54.2）

２．０３

０．７４

１．８０

（40.0）

０．０６

０．０２

６．３

０．１２

（100.0）

４．８ （75.7）

（47.5）

（26.6）

（24.3）

（100.0）

（54.0）

（40.9）

短ﾌﾟﾗ・新長ﾌﾟﾗ
基準

３．０ ２．００

預 金 ７．４ ０．０６

流動預金

定期性預金

４．０ ０．０２

市場連動 １．７

固定金利 １．５ １．７６

３．０

利回り

１．６１

１．５６

０．７３

０．１２

貸出金

変動金利

＋１．５７＋１．５７〔預貸利回り差〕 △０．０２ ＋１．５５＋１．５５

貸出金利（月中平均）の推移

うち企業規模別法人貸出金利の推移

（％）

△０．０２△０．０２

1.64

1.44

1.61

1.721.741.761.78
1.82

1.661.69

1.43

1.531.551.571.591.61

1.50 1.47

2.00
1.97 1.95

1.92

2.032.05
2.08

2.11
2.17

21/6月 9月 12月 22/3月 6月 9月 12月 23/3月 6月

法 人

個 人

全 体

0.89 0.87
0.92

0.97
1.00

1.03
1.08

1.13
1.16

1.78 1.76 1.74

0.50 0.51 0.50 0.50 0.50 0.49 0.48 0.47

1.73
1.811.831.841.851.87

0.46

21/6月 9月 12月 22/3月 6月 9月 12月 23/3月 6月

大･中堅企業

中小企業

【23年3月と23年6月の平残・利回りの単月比較】

±±０．０００．００ 3
※預金はNCDを含む

（％）

大･中堅企業（ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞ）



貸出金

64,979
62,29362,981

43,99242,34042,224

21年度第1四半期 22年度第1四半期 23年度第1四半期

銀行全体 うち静岡県内

＋＋1,6521,652

＋2,686
（億円）

貸出金残高(平残)の推移

26,180
25,45725,416

20,231
19,77119,997

21年度第1四半期 22年度第1四半期 23年度第1四半期

銀行全体 うち静岡県内

（億円）【貸出金増減額内訳（前年同期比）】

22,146
21,324

20,282

18,112
17,484

16,704

21年度第1四半期 22年度第1四半期 23年度第1四半期

銀行全体 うち静岡県内

＋＋628628

＋822

＋＋460460

（億円）

企業規模別 貸出金残高(平残)の増減 うち中小企業向け貸出金残高(平残)の推移 うち個人向け貸出金残高(平残)の推移

＋723（億円）

個人
＋822

海外店
＋74

＋
２
，
６
８
６

中小企業
＋723

公共
＋643

23年度第1四半期の貸出金残高（平残）6兆4,979億円、前年同期比＋2,686億円（年率＋4.3％）

【中小企業向け貸出】
平残 2兆6,180億円
前年同期比＋723億円増加（年率＋2.8％）

【個人向け貸出】
平残 2兆2,146億円
前年同期比＋822億円増加（年率＋3.9％）

4

28.928.9％％

29.129.1％％

29.829.8％％

●●

●●

●●静岡県内貸出金ｼｪｱ

※ｱﾊﾟｰﾄﾛｰﾝを含む

貸出金残高（末残）6兆5,368億円
22年6月末比＋2,416億円増加(年率＋3.8％)

大・中堅企業
＋423



83.8% 83.1% 85.0%

29.8% 29.6% 28.1% 25.5% 23.0% 24.9%

109.6% 110.9% 113.3%
109.3% 106.1%

109.9%

81.4%
85.3%

79.8%

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度第1Q

有価証券

4,216 4,283

2,128 2,076

5,441 4,750

706 775

8,014 7,775

23年3月末 23年6月末

国債

地方債

社債

株式

その他

有価証券残高 1兆9,659億円（23年3月末比△830億円）､有価証券評価損益 1,086億円 （同 ＋54億円）
国債等債券関係損益 51億円（ 前年同期比 ＋ 1億円）､株式等関係損益 △17億円 （ 同 △ ２億円）

（億円）

〈〈国債国債〉〉
△△239239

有価証券残高の推移

△△830830 23年3月末 23年6月末

円債デュレーション ５．０３年 ５．２１年

有価証券評価損益 １，０３２億円 １，０８６億円

うち株式 ９０３億円 ８６８億円

日経平均株価

外債デュレーション ２．１８年 １．３３年

９，７５５．１０円 ９，８１６．０９円

債券ﾃﾞｭﾚｰｼｮﾝ・有価証券評価損益の推移

株式等関係損益の内訳

１６

０

０

△１７

23年度
第1四半期

△００うち株式等売却益

＋０－〃 株式等売却損 (△)

＋１１５〃 株式等償却 (△)

△２△１４株式等関係損益

22年度
第1四半期 増減（億円）

３

５３

５０

22年度
第1四半期 増減

４

５５

５１

23年度
第1四半期

＋１〃 国債等債券売却損（△）

＋２うち国債等債券売却益

＋１国債等債券関係損益
（億円）

国債等債券関係損益の内訳

預貸率・預証率の推移

〈〈地方債地方債〉〉
＋＋6969

〈〈社債社債〉〉
△△691691

〈〈株式株式〉〉
△△5252

20,489 19,659

5

預証率預貸率

預貸率＋預証率



預金等

74,275 76,41675,615

65,18464,28463,108

21年度第1四半期 22年度第1四半期 23年度第1四半期

銀行全体 静岡県内

（億円）＋＋801801

預金等残高（平残）の推移

＋＋900900

52,411
51,625

50,991

48,096
47,334

46,644

21年度第1四半期 22年度第1四半期 23年度第1四半期

国内店 静岡県内

（億円）【預金等増減額内訳（前年同期比）】

18,522
19,188 19,402

14,389
14,945 15,078

21年度第1四半期 22年度第1四半期 23年度第1四半期

国内店 静岡県内

＋＋133133

＋214

＋＋762762

（億円）

預金等残高(平残)増減額の内訳 うち個人預金等残高(平残)の推移 うち法人預金等残高(平残)の推移

（億円）

個人
＋786

金融・公金
△204

＋
８
０
１

法人
＋214

オフショア
△336

23年度第1四半期の預金等残高（平残）7兆6,416億円、前年同期比＋801億円（年率＋1.1％）

【静岡県内預金】
平残6兆5,184億円

前年同期比＋900億円増加（年率＋1.4％ ）

【個人預金】
平残5兆2,411億円

前年同期比＋786億円（年率＋1.5％ ）

【法人預金】
平残1兆9,402億円
前年同期比＋214億円増加（年率＋1.1％ ）

＋786

6

海外店
＋342



手数料、預り資産
個人預り資産残高（静銀ティーエム証券含む）6兆6,992億円（23年3月末比＋1,196億円）

うち資産運用商品残高 1兆4,087億円（ 同 ＋288億円）

23年度第1四半期の投資信託・個人年金保険の販売額は、リーマンショック前の水準を上回るペースで推移

（億円）

7

64,578

4 ,199

3 ,822

3 ,385

3 ,525

51 ,221
51 ,991

52 ,904

7
7

1
353

331

350

160
148

146

3 ,863

6 ,244

6 ,049
5 ,453

3 ,208

22年3月末 23年3月末 23年6月末

個人預り資産（末残）の推移

投資信託

外貨預金

１
３
，
３
５
０
億
円

譲渡性
預金

個人年金
保険

＋195１
３
，
７
９
９
億
円

円貨預金

＋913

公共債

△41

＋140

静銀ﾃｨｰ
ｴﾑ証券65,796

１
４
，
０
８
７
億
円

＋＋288288

＋＋1,1,196196

66,992

△6

△3

△2

投資信託・保険の販売額

503

219
335

445 470 530

581 518

491
(331)

580
(311)

512
479

581

432

20年度上期 20年度下期 21年度上期 21年度下期 22年度上期 22年度下期 23年度上期（予想）

個人年金保険等

投資信託(静銀ﾃｨｰｴﾑ証券含む）

投資信託・保険販売手数料の推移

（億円）

13

7

10

26

16

14
16 16(11)

15

17

20

17

20(10)

18

20年度上期 20年度下期 21年度上期 21年度下期 22年度上期 22年度下期 23年度上期（予想）

保 険

投資信託
（静銀ﾃｨｰｴﾑ証券を含む）

※（ ）は第1四半期

※（ ）は第1四半期

（億円）

1,0711,084



経費

8

23年度第１四半期 208億円（前年同期比△２億円）

23年度第１四半期 OHR（単体）48.9％（前年同期比△1.3ポイント）

331 309

421 440

328（83）328（82）

438（110） 447（109）

44（16）44（18）4544

55.3%
（48.9%）53.5%

52.2%53.5%

20年度 21年度 22年度 23年度（予想）

税金
物件費
人件費
ＯＨＲ

経費およびＯＨＲの推移

〔ご参考〕人員の推移

物件費の推移
（億円）

（億円）

（人）

796 794 810（210）

20年度 21年度 23年度上期
（予想)

物件費 ４２１ ４４０ ４３８ ２２５

７３

４０

１１２

１０９

事務委託･外部委託費 ７９ ８０ ７９ ２０

システム関連 １３０ １４４ １４４ ３７

その他 ２１２ ２１６ ２１５ ５２

22年度 23年度
第1四半期

819（208）

＋３０

＋４

▲１９３

＋５１

▲１７５

▲４５８

▲５９６

＋４１１

＋５７８

20年
3月末比

うち行員 ３５９０５４８

９８９１，０９７１，６９３営業店バック・アシスト

うち行員 ２，３２５２，２０５１，７９４

３，１１６２，９８９２，４１１営業店フロント

うち行員 ５３５５６０５０９

８５５８８５１，０６０本部・融資業務ｾﾝﾀｰ･その他

４，９６０４，９７１５，１６４銀行全体

７，０６７

２，８５５

23年
3月末

２，８９５２，８５１うち行員

７，０４９

26年3月
（予想）

７，０３７

20年
3月末

グループ総人員

※（ ）は第1四半期



20年度上期 20年度下期 21年度上期 21年度下期 22年度上期 22年度下期

10億円以上

5億円以上10億円未満

3億円以上5億円未満

1億円以上3億円未満

1億円未満

与信費用

9

23年度第1四半期与信費用△22億円 (前年同期比△38億円)、与信費用比率△0.13％ (同△0.23ポイント) 
一般貸倒引当金繰入額 △25億円 (前年同期比 △18億円)
不良債権処理額 ４億円 ( 〃 △19億円)
うち個別貸倒引当金繰入額 △0.4億円 ( 〃 △20億円)
(※)決算処理上は、臨時損益における貸倒引当金戻入益として計上

（億円）

83

△ 57
（△25）

△ 2

155

0.07%
(△0.13％)

0.55%

0.37%

0.13%

0.15%
(0.10％)

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度（予想）

うち一般貸倒引当金繰入額

与信費用比率

※与信費用＝ 不良債権処理額 ＋ 一般貸倒引当金繰入額
与信費用比率＝与信費用÷貸出金平残

（億円）

343

233

51

133

53

87

与信費用・与信費用比率の推移 与信残高金額階層別の個別貸倒引当金新規発生額推移

50
(△22)

42
75

50

＊（ ）は第1四半期

96
(16)

△13
(△7)



リスク管理債権

244億円

1,335億円

198億円

2,395億円

618億円

23年6月末リスク管理債権の内訳

延滞なし
76%

延滞 24%

83億円(3.5％)

2,138億円
(89.3％)

175億円(7.3％)

2,395億円

ネットリスク管理債権

部分直接償却額

信用保証協会
保証付貸出金

担保・引当金等

ﾈｯﾄﾘｽｸ管理債権

不良債権のオフバランス化実績

22年度
23年度

第1四半期

新規発生 ＋７２１ ＋１４５

オフバランス化

(うち破綻懸念先以下)

△５９１

(△５５１)

△１７５

(△１５３)

リスク管理債権 ２，４２５ ２，３９５

(億円)

リスク管理債権の総額（単体） 2,395億円 （23年3月末比 △30億円）
リスク管理債権比率 3.66％ （ 同 ＋0.02ポイント ）
ネットリスク管理債権（単体） 244億円 （ 同 △19億円）
ネットリスク管理債権比率 0.37％ （ 同 △0.03ポイント）

3.27
3.53 3.64

1.58

2.02

0.38 0.42 0.43 0.38 0.40 0.37

3.643.70 3.66

1.98
1.75

1.92
2.04

20年度下期 21年度上期 21年度下期 22年度上期 22年度下期 23年度第1Q

（％）

リスク管理債権比率推移

△３０

10

リスク管理債権のうち信用保証協会保証付貸出

ネットリスク管理債権

リスク管理債権

【破綻懸念先】
1,655億円
カバー率89.7％

【実質破綻先】
484億円
カバー率100％

【要管理債権】
175億円

カバー率57.7％

破綻先債権

延滞債権

3ｶ月以上延滞･
貸出条件緩和

債権

〔１５３億円の内訳〕

０債権売却

２９本人弁済・
預金相殺

６７格 上

０直接償却

５７担保処分・
代位弁済



自己資本比率

13.76 14.06
14.40

15.02

16.02
15.3015.32

14.12

13

15

17

21年3月末 22年3月末 23年3月末 23年6月末

（％）

21年

3月末

22年

3月末

23年

6月末

６，８７８ ６，８９５

６，４６３

５３６

４３，０１３

３９，８０１

１７６

３，０３６

－

６，３１４

う ち Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅱ ２９１ ６７６ ５０７ ＋２９

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙ･ﾘｽｸ
相当額に係る額

２，９５４ ３，０２１ ３，０３６ ±０

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 ４４，１４８ ４４，８８９ ４４，８２９ △１，８１６

マ ー ケ ッ ト ・ リ ス ク
相 当 額 に 係 る 額

２４８ ２０５ １６５ ＋１１

信 用 リ ス ク ・

アセットの額
４０，９４６ ４１，６６３ ４１，６２８ △１，８２７

－

６，２３４

６，０７８

－

23年

3月末

23年

3月末比

自 己 資 本 ※ ６，８６１ ＋３４

う ち Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ

フ ロ ア 調 整 額

６，４５９

－

＋４

－

ＢＩＳ自己資本比率(連結ベース) 自己資本およびリスク・アセット等の推移

（億円）

ＢＩＳ自己資本比率

ＴｉｅｒⅠ比率
(中核自己資本比率）

11

８．６８％６，６９８億円５８１億円

アウトライヤー比率TierⅠ＋TierⅡ銀行勘定の金利リスク量

アウトライヤー比率（単体ベース）

23年6月末 バーゼルⅡによる自己資本比率 16.02％（23年3月末比＋0.72ポイント）

TierⅠ比率（中核自己資本比率）15.02％（同 ＋0.62ポイント）

22年9月末を基準に第2回定量的影響度調査(QIS)を実施した結果、規制水準を大きく上回る水準を確保

※ 自己資本には、優先株、劣後債務等を含まない



株主還元

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度予想

一株当たり配当額（年間） １３．００円 １３．００円 １３．００円 １３．００円 １３．００円（６．５０円）

１．１０％ １．５９％ １．８８％ －配当利回り(配当/期末株価) １．４７％

（ ）は中間配当額

20年度 21年度 22年度
23年度
(予想)

８８ ８５

※１４６

２３１

３６０

２３．６８％

－

１５０

２３８

３５４

２４．８５％

６７．２２％

９１

当期純利益④ １２８ ３２１ ２，６４８（累計）

－

９１

７０．８５％

13～22年度実績
（10年間）

年間配当額①

７０．８５％

９１

４０

１３１

２８．２０％

４０．６４％

７２９（累計）

自己株式取得額② ７１５（累計）

株主還元額③＝①＋② １，４４５（累計）

配当性向①/④×100 ２７．５５％（平均）

株主還元率③/④×100 ５４．５６％（平均）

（億円）

配当額の推移

株主への利益配分の状況

22年度1株当たり配当額 13円（配当性向24.85％、配当利回り1.88％）

株主配当については､23年度も「配当性向25％程度かつ大手地銀最高水準」の配当維持を目指し､
市場動向､業績等を勘案し決定する方針のもと､1株当たり配当額（年間）13円（配当性向 23.7％程度）
を予定

23年度第1四半期には、20百万株（取得総額 146億円）の自己株式取得を実施済み

12
※23年度自己株式取得額は第1四半期までの実績



自己株式取得

13

取得株式 取得金額 消却株数 消却金額

7,226千株 9,997百万円

9,142百万円

9,143百万円

23,281百万円

8,267百万円

－

23,381百万円

－

－

－

10,130百万円

－

21年度 5,000千株 3,996百万円 5,000千株 4,638百万円 40.6%

15,957百万円

113,938百万円

－

6,633千株

8,357千株

24,954千株

8,234千株

－

30,000千株

－

－

－

10,000千株

－

20,000千株

120,404千株

－

株主還元率

9年度 7,226千株 9,997百万円 90.3%

10年度 6,633千株 9,142百万円 86.7%

11年度 8,357千株 9,143百万円 51.4%

12年度 24,954千株 23,281百万円 152.0%

13年度 8,234千株 8,267百万円 165.4%

14年度 29,928千株 23,107百万円 229.4%

15年度 10,712千株 8,566百万円 50.8%

16年度 － － 17.1%

17年度 － － 22.5%

18年度 － － 25.3%

19年度 10,000千株 12,621百万円 61.8%

20年度 － － 70.8%

22年度 20,000千株 14,980百万円 67.2%

累計 131,044千株 123,102百万円 62.8%

23年度 ※20,000千株 ※14,575百万円 －

・株主還元率＝(年間配当額＋自己株式取得額)÷当期純利益×100

9年度以降、継続的に自己株式取得を実施、23年6月末までに151百万株を取得

23年度第1四半期には、20百万株（取得総額 146億円）の自己株式取得を実施済み

過去の自己株式取得実績

※23年度取得株式数等は第1四半期までの実績
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48,326

35,391

47,419

37,334
39,987 42,537

44,892 46,246

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度第1Q

うち中小企業･個人向け貸出金

（億円）

20～22年度の3年間で貸出金は＋5,343億円、預金は＋4,965億円とバランスよく増加

23年度第1四半期も、引き続き増加基調を維持

預貸率と預証率の合計は100％以上を維持

貸出金平残

収益モデルの構築① ～貸出金・預金等

預金等平残 預貸率・預証率の推移

68,217 68,247
68,886

74,869
76,156 76,416

72,053
71,191

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度第1Q

（億円）

50,163
51,862

54,955
57,913

61,432 62,752 63,256

＋4,965

・第9次中計からの6年間では、約1兆3,000億円の増加
足元の残高についても、順調に増加基調を維持している

・23年度第1四半期貸出金 6兆4,979億円
(22年度比＋1,723億円)

貸出金平残＋5,343億円

・貸出金増加の大半は、中小企業･個人向け貸出による増加
であり、首都圏での低スプレッド貸出は抑制方針とした

・23年度第1四半期中小企業･個人貸出金 4兆8,326億円
(2２年度比＋907億円)

14

中小企業･個人貸出金平残＋4,882億円

64,979

83.8% 83.1% 85.0%

29.8% 29.6% 28.1% 25.5% 23.0% 24.9%

109.6% 110.9% 113.3%
109.3% 106.1%

109.9%

79.8%
85.3%

81.4%

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度第1Q

預証率
預貸率

預貸率＋預証率



収益モデルの構築② ～有価証券

有価証券関係損益

19年度

（A）
20年度 21年度

22年度

（B）
(B)－(A)

23年度

第1Ｑ

有価証券
利息配当金 ３８６ ３５０ ３１１ ３０７ △７９

＋１３１

＋５２

９９

国債等債券
関係損益 △６５ １ ５２ ６６ ５１

合 計 ３２１ ３５１ ３６３ ３７３ １５０

5,089 4,283

3,237
2,076

8,146

4,750

2,390

775

3,132

7,775

20年3月末 23年6月末

国債

地方債

社債

株式

その他

（億円）

〈〈国債国債〉〉
＋＋4,6434,643

有価証券残高の推移

△△2,3352,335

〈〈地方債地方債〉〉
△△1,6051,605

〈〈社債社債〉〉
△△3,3963,396

〈〈株式株式〉〉
△△1,1611,161

21,994
19,659

預貸率を高めたことにより、有価証券運用の調達原資の一部が市場からの調達となり、相場動向に
応じた機動的な売買によりキャピタルゲインを獲得する運用がポートフォリオの一部で可能となった

20年度から22年度までの3年間で、国債等債券関係損益は＋131億円の増加

うちモーゲージ債の内訳

（簿価） 20年3月末比
（評価損益）

＋１，３２５

△３８

△３０１

ジニーメイ ３，６１５ ＋８２

－

－フレディマック ０

ファニーメイ ０

（億円）

公社公団債
1,159（△787）

金融機関債等
3,325（△778）

政府保証債
266（△1,831）

その他4,283億円の内訳
(20年3月末比△806億円)

投資信託
228（△496）

邦貨外国証券
0（△933）

外貨外国証券
3,971（＋711）

その他
84（△88）

社債4,750億円の内訳
(20年3月末比△3,396億円)

※（ ）内は20年3月末比

（億円）

15



755822

2,257
2,595

3,149

72

323 344

439

312

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度第1Ｑ

成約実績
融資獲得額

事業再生支援への取り組み

（件）

Ｍ＆Ａ、ＤＤＳなどの手法に加え、静岡県中小企業再生支援
協議会の調整機能を活用

28

42

60

19 17
20

17

60
50

（39）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度（予想）

取組対象企業数 支援完了件数

（件、億円）

21年度 22年度 23年度第1Ｑ

会員数 869社/1,307名 883社/1,328名 861社/1,299名

821名ｾﾐﾅｰ･視察会への
延べ参加者数 3,052名 2,984名

次世代経営者塾「Shizuginship」

先進的な取り組みとして、23年3月に東海財務局より顕彰

静岡銀行

Shizuginship会員

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰﾎﾞｰﾄﾞ

各種ｲﾍﾞﾝﾄ･
ｾﾐﾅｰ

Webによる
情報提供

要望

意見

連携

活動のｻﾎﾟｰﾄ

ｻﾎﾟｰﾄｶﾝﾊﾟﾆｰ
会員より

選出

〔静岡県内の代表的な企業〕

地域企業
からの賛同
と積極的な
支援

地域企業
からの賛同
と積極的な
支援

次世代
経営者育成

会員同士の
人脈形成

次世代
経営者育成

会員同士の
人脈形成

法人分野においては、ビジネスマッチング、次世代経営者塾「Shizuginship」、経営改善･事業再生支
援を3つの柱とし、先進的な取組みを通じたリレーション強化による当行独自のビジネスモデルを構築。
取り組みの成果は、中小企業向け貸出の増加などに着実に現れている

39,009

36,016
37,949 38,205 38,033

26,176

23,024
24,093 24,288 24,548

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度第1Ｑ

銀行全体 中小企業

法人貸出金（平残）推移

（億円）

収益モデルの構築③ ～法人向け営業（地域密着型金融）

＋2,017

＋1,524

16

ビジネスマッチングの成約実績および融資獲得額

＊（ ）は第1四半期



3,073

3,446
3,775

4,120

18,06817,666
16,965

16,107
15,119

4,002

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度第1Ｑ

県外

県内

（億円）

18,192
19,553

20,740 21,668

23店 ⇒ ⇒ ⇒ 25店 ⇒ 25店

⇒ ⇒ 241人 ⇒ 234人⇒211人

23店 25店

220人 239人

1,201

1,013 990

1,099

1,222

722 780

1,000
792

（331）

1,220

（311）

2,099

1,7701,735

2,423

 

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度（予想）

投資信託 個人年金保険

リーマンショックリーマンショック
による落ち込みによる落ち込み

住宅関連ローン分野では、営業拠点拡充や担当者増員等により競争力を高め、消費者ローン残高が
2兆円を突破
預り資産販売では、富裕層担当者制度の導入、保険相談デスクの設置等を通じ、貯蓄性の個人年金
保険で地銀トップクラスを維持

（億円）

955 6271,101

2,030

（356）
1,853

（378）
1,945

1,739
1,602

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度（予想）

ｱﾊﾟｰﾄﾛｰﾝ 住宅ﾛｰﾝ

2,703 2,694 2,572 2,429
（491）

消費者ローン残高（平残）の推移 投資信託・保険商品販売額の推移

住宅関連ローン実行額の推移 預り資産販売強化に向けた取り組み

販売額は回復基調

富裕層向け担当者制の開始（21年4月～）

がん保険取次（21年2月～）、保障性保険
（21年8月～）等、取扱商品の拡大

保険コンサルティング販売業務の開始および
保険相談デスク設置（21年8月）

金融商品販売支援システムの全店稼働（23年1月）

収益モデルの構築④ ～個人向け営業（消費者ﾛｰﾝの成長、預り資産）

（億円、件）

17

22,189

チャネル

担い手

2,012
（642）

2,580
（485）

550
（129）

576
（113）

＊（ ）は第1四半期

＊（ ）は第1四半期



103

109

123

130

144144

53.5%

52.2%

53.5%

56.9%

55.5%

58.9%

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

システム関連

ＯＨＲ

（億円）

（人）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

19年度 21年度 22年度

預金・為替業務

公金・代理業務

出納業務

△25％

△30％

△10％

△45％

±0％

＋0％

中計3年間で物件費の3割超にあたる418億
円をシステム経費に充当し、ＩＴインフラを
整備
営業店の後方業務量を△57％削減する先進的
なＢＰＲを実現
営業店バック人員578名をフロントに再配置
し、営業力を強化

生産性の向上 ～ITｲﾝﾌﾗの整備、業務ﾌﾟﾛｾｽ改革

人員の推移

営業店における業務量削減

システム関連経費とＯＨＲの推移

△57％

△23％

418

第10次中計で目指した生産性向上

18

積極的な投資により業務プロセスを改革し、人員
をフロント配置することで、トップラインの成長
に結びつける

20年
3月末

23年
3月末

20年
3月末比

営業店フロント ２，４１１ ２，９８９ ＋５７８

＋４１１

▲５９６

▲４５８

▲１７５

＋５１

▲１９３

＋４

＋３０

３，１１６

うち行員 １，７９４ ２，２０５ ２，３２５

営業店バック・アシスト １，６９３ １，０９７ ９８９

うち行員 ５４８ ９０ ３５

本部・融資業務ｾﾝﾀｰ･その他 １，０６０ ８８５ ８５５

うち行員 ５０９ ５６０ ５３５

銀行全体 ５，１６４ ４，９７１ ４，９６０

２，８５５

７，０６７

26年3月
（予想）

うち行員 ２，８５１ ２，８９５

７，０４９７，０３７グループ総人員



業種別貸出金

不動産業

宿泊業

卸売業

物品賃貸業

貸金業・投資業等

小売業

建設業

輸送用機械

500

1,500

2,500

3,500

4,500

5,500

0 0.4 0.8 1.2

【与信残高対予想損失率(※) 】

与

信

残

高

（億円）

（%）※ 予 想 損 失 額 ( Ｅ Ｌ ) ÷ 与 信 残 高

残高 構成比 ２３年３月末比

全 体 ４５，９６５ １００．０ △１，３６０

＋７

△２８６

物品賃貸業 ２，４９０ ５．４ △１１

△１４４

卸 売 業 ５，７５０ １２．５ △６２

△１６８

△８１

＋２５

不 動 産 業 ３，８５１ ８．４

建 設 業 ２，８６７ ６．２

貸 金 業 ･
投 資 業 等 ２，３５６ ５．１

輸送用機械

小 売 業

宿 泊 業

３，３０３ ７．２

２，５６１ ５．６

８６８ １．９

（実質破綻先以下は除く）（億円、％）

【与信残高(23年6月末)】

不動産業、建設業、物品賃貸業、貸金業･投資業等の事業性貸出金に占める割合はいずれも10％以下であり、
これら業種への与信集中はない

事業性貸出金の予想損失額(EL)は全業種合計で120億円（不動産業10億円、建設業8億円）

事業性貸出金の信用リスク量(UL)は全業種合計で432億円

事業性貸出金に占める特定業種の状況

19



リスク資本配賦

20

23年度上期のリスク資本配賦額は5,951億円、うち信用リスク1,135億円、市場リスク1,784億円、

オペレーショナルリスク243億円、バッファー資本等2,789億円を配賦

リスク資本使用額は、支店営業部門491億円、トレジャリー部門1,067億円等

支店営業部門 ８００ ４９１ ６１％

１，０６７ ５２％

（６４％）

（２３％）

５０％

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙﾘｽｸ ２４３ ２４３ １００％

５８％

－

３１％

（７４２）

（１０）

３４

小 計 ３，１６２ １，８３４

－

合 計 ５，９５１ １，８３４

トレジャリー部門

（うち政策投資株式） （１，１５５）

（うち海外店） （４５）

連結子会社

ﾊﾞｯﾌｧｰ資本等

２，０５１

６８

２，７８９

リスク資本
配賦額

リスク資本
使用額

配賦原資

※リスク資本使用額＝〈貸出金〉 │VaR│＋不良債権処理額

〈投資有価証券〉│VaR│

〈その他〉 │VaR│

※中核的な自己資本＝普通株式＋内部留保－社外流出予定額－無形固定資産－前払年金費用等

※バッファー資本は、東海地震等非常時や計量化できないリスク等への備え

信用リスク
１，１３５

市場リスク
１，７８４

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙﾘｽｸ
２４３

バッファー資本等
２，７８９

中核的な自己資本
５，９５１億円

(２３年３月末基準)

（億円）

リスク資本
使用率



グループ会社の状況

21

グループ会社（連結子会社11社）は、
経常収益123億円（前年同期比＋10億円）、経常利益18億円（同＋7億円）の増収増益

会社名 業務内容 経常収益
前年同期比

経常利益
前年同期比

静銀経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ㈱ 経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ業務 １

６１

１３

４

５

１

１３

２

８

４

１２

１２３

＋０

３

０＋０

＋２

＋１

＋１

△０

△０

＋５

＋１

△１

＋１

＋０

＋１０

５

１

３

１

０

５

０

０

０

０静銀ﾋﾞｼﾞﾈｽｸﾘｴｲﾄ㈱ 為替送信･代金取立等の集中処理業務等

１８

＋０ ０

△０

静銀ﾘｰｽ㈱ ﾘｰｽ業務 ＋１

静岡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ㈱ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ関連業務、計算受託業務 ＋０

静銀信用保証㈱ 信用保証業務 ＋２

静銀ﾃﾞｨｰｼｰｶｰﾄﾞ㈱ ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ業務、信用保証業務 ＋０

静岡ｷｬﾋﾟﾀﾙ㈱ 株式公開支援業務、中小企業再生支援業務 △０

静銀ﾃｨｰｴﾑ証券㈱ 金融商品取引業務 ＋３

欧州静岡銀行 銀行業務・金融商品取引業務 ＋０

静銀総合ｻｰﾋﾞｽ㈱ 労働者派遣業務等 △０

静岡ﾓｰｹﾞｰｼﾞｻｰﾋﾞｽ㈱ 銀行担保不動産の評価･調査業務等 △０

合 計 （11社） ＋７

ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ業務、信用保証業務静銀ｾｿﾞﾝｶｰﾄﾞ㈱ ※ ＋１

※持分法適用関連会社、19年4月開業

(億円)



本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績

を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性があることにご留意

ください。


